浄化槽をお持ちの皆様［浄化槽管理者］へ
浄化槽法の一部が改正されました
～　法定検査を受検しましょう　～

浄化槽法の一部を改正する法律が、平成１８年２月１日から施行されました。
この度の改正は、公共水域の水質保全を図るため、これまで以上に、浄化槽（単独処理浄化槽を含みます。以下同じ）の維持管理の適正化を図ろうとするものです。
具体的には、浄化槽をお持ちの皆様（浄化槽管理者の皆様）が法律上、受検しなければならない法定検査（浄化槽設置後の検査（７条検査）と年１回の定期検査（１１条検査）を指します。検査は、兵庫県知事が指定した検査機関＝（一社）兵庫県水質保全センターが行います。）の受検を確保するため、検査を受検しない方に対して、市が指導や勧告命令を行えるようになりました。
検査受検の命令に従わない場合などには、罰則（３０万円以下の過料）が適用されることもあります。
また、下水道への接続や転居などに伴い、浄化槽の使用を廃止する場合は、使用廃止届を市の担当窓口へ提出することとなりました。
浄化槽をお持ちの皆様は、（一社）兵庫県水質保全センターから検査案内がありましたら、その内容に従い、法定検査を受検するようお願いします。
＜　お問合せ先　＞
　　西宮市役所環境事業部美化第３課　　電話：０７９８－３３－０７７９
　　（一社）兵庫県水質保全センター　　電話：０７８－３０６－６０２０
